
「
ヵ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
殉
教
者
」

（
「

J
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ジ
シ
ス
」
第
一
部
）
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
　
川
‘
祐
　
　
子

　
　
　
　
序
も
の
で
あ
る
。
h
そ
れ
に
重
要
な
序
文
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
序
文
の
中
で
、
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ザ
ッ
ク
は
、
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ジ
シ
ス
」
の
意
図
は
、
従
来
の
歴
史

　
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
に
は
、
フ
ラ
ソ
ス
宗
教
戦
争
　
　
家
に
よ
っ
て
歪
め
ら
れ
て
き
た
カ
ト
リ
ー
ヌ
像
を
訂
正
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
と

の
先
が
け
と
な
っ
た
歴
史
事
件
「
ア
ン
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
　
（
＝
九
六
〇
年
）
に
，
一
述
べ
て
い
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
よ
れ
ぽ
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ジ
シ
ス
が
偉

が
ら
ま
る
秘
話
が
書
か
れ
て
瞬
る
。
多
数
の
登
場
人
物
が
入
り
み
だ
れ
・
パ
リ
　
　
　
大
な
の
は
、
彼
女
が
・
　
「
唯
一
の
信
仰
・
唯
一
の
主
権
」
と
い
う
近
代
社
会
の
　
　
脚

の
市
民
階
級
、
フ
ラ
ン
ス
宮
廷
、
カ
ル
ヴ
ア
ン
の
支
配
す
る
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
と
い
　
　
救
い
に
な
り
え
た
主
義
を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
1

う
た
対
照
的
螢
俗
が
描
か
れ
て
い
る
輩
か
な
歴
史
小
説
で
あ
る
・
新
教
徒
　
．
ピ
の
髪
（
天
四
三
年
）
は
・
天
三
一
年
前
後
に
選
挙
の
た
め
に
書
い
鮪

側
か
ら
カ
ト
リ
！
ヌ
・
ド
．
メ
ジ
シ
ス
に
あ
て
た
密
書
を
運
ぶ
使
命
を
受
け
た
　
　
た
政
治
論
文
、
一
八
四
二
年
分
「
人
間
喜
劇
総
序
」
と
な
ら
ん
で
、
バ
ル
ザ
ッ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ノ
　
ァ
リ
　
し
　
ぢ
ノ
　
ス

ク
リ
ス
ト
フ
の
運
命
を
中
心
に
緊
迫
感
に
み
ち
た
筋
が
展
開
す
る
リ
　
　
　
　
　
　
ク
自
身
の
政
治
思
想
を
最
も
明
確
な
形
で
う
ち
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
「
カ
ト

　
「
人
間
喜
劇
」
の
作
口
㎜
の
中
で
は
、
あ
つ
か
わ
れ
た
時
代
か
ら
、
こ
の
小
説
〒
　
リ
ー
ヌ
・
ボ
・
メ
ジ
シ
ス
L
に
関
す
る
批
評
が
、
こ
の
政
治
思
想
を
め
ぐ
る
も

が
歴
史
小
説
と
よ
ば
れ
る
の
に
一
番
ふ
さ
わ
し
い
。
「
ふ
く
ろ
う
党
」
や
「
暗
　
　
　
の
に
か
た
よ
っ
た
の
は
自
然
の
成
行
で
も
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
」

黒
事
件
」
が
大
革
命
以
後
の
近
い
過
去
の
物
語
で
あ
る
の
に
、
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
　
　
　
は
、
三
部
作
の
中
で
も
カ
ト
リ
ー
ヌ
の
独
白
と
い
う
、
最
も
純
粋
な
形
で
思
想
が

派
の
殉
教
老
」
の
時
代
は
十
六
世
紀
完
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
語
ら
れ
て
い
る
短
篇
「
二
つ
の
夢
」
と
序
文
と
を
中
心
に
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と

　
し
か
し
、
こ
の
小
説
は
完
成
し
た
歴
史
小
説
と
し
て
評
価
さ
れ
た
こ
と
が
少
　
　
　
に
な
り
、
最
も
大
部
で
、
鑓
鰍
と
呼
び
う
る
重
厚
な
内
容
を
も
っ
た
「
カ
ル
ヴ

な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
が
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
　
　
　
ア
ソ
派
の
殉
教
者
」
は
か
え
っ
て
、
な
お
ざ
り
に
さ
れ
る
こ
ど
に
な
っ
た
。

・
メ
ジ
シ
ス
」
三
部
作
の
第
一
部
を
形
づ
く
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
三
部
作
　
　
　
　
ア
ク
シ
ョ
ン
・
フ
テ
ソ
セ
ー
ズ
紙
は
、
一
九
〇
三
年
に
「
我
々
の
師
・
カ
ト

の
内
容
は
、
カ
ト
玖
ー
ヌ
に
関
す
る
三
つ
の
独
立
し
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
集
め
た
　
　
　
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ジ
シ
ス
と
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
と
題
し
て
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
、



メ
ジ
シ
ス
」
の
主
に
序
文
と
「
二
つ
の
夢
」
か
ら
と
っ
た
抜
葦
を
掲
載
し
た
。
・
　
　
　
　
　
　
e
　
　
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
殉
教
者
」
に
お
け
る
虚
構

む
ろ
ん
、
王
党
派
、
カ
ト
リ
ッ
ク
主
義
の
思
想
を
最
も
よ
く
表
す
も
の
、
と
し
　
　
　
　
　
　
、
　
　
－
　
鳩

て
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ジ
ッ
ド
は
、
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
」
に
お
け
る
バ
　
　
　
　
「
ア
ソ
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
当
時
の
宗
教
改
革
運
動
は
、
フ
ラ
ソ
ス
ー
に
お
い

ル
ザ
ッ
ク
は
、
純
粋
の
王
党
派
、
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
な
く
て
、
彼
が
描
い
た
の
　
　
　
て
、
ど
の
よ
う
な
形
を
と
つ
て
い
た
か
。
教
会
財
産
を
国
に
返
却
さ
せ
、
教
会

は
「
実
力
に
よ
る
統
＝
と
い
う
ユ
ー
ト
ピ
ア
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
（
ジ
ィ
　
　
の
高
位
老
の
莫
大
な
収
力
を
廃
止
し
よ
う
と
い
う
宗
教
改
革
の
思
想
は
、
い
ち

ド
「
続
。
フ
レ
テ
ス
ト
」
の
「
日
づ
け
の
な
い
日
記
」
皿
）
。
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
は
や
く
下
層
階
級
の
人
々
、
商
人
、
職
人
達
を
と
ら
え
、
新
教
徒
の
勢
力
は
し

　
論
争
は
、
こ
の
よ
う
に
一
見
、
文
学
か
ら
離
れ
た
地
点
で
行
わ
れ
や
す
か
っ
　
　
だ
い
に
拡
大
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
抗
す
る
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
力
の
中
心
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ラ
フ
レ

た
。
　
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
」
の
文
学
的
価
値
に
つ
い
て
鳳
「
失
敗
作
」
、
「
最
も
わ
　
　
　
「
向
疵
」
の
異
名
を
も
つ
名
将
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
・
ド
・
キ
ュ
イ
ズ
公
と
そ
の
弟

ざ
と
ら
し
い
作
品
」
　
（
し
σ
9
。
匡
窪
ω
需
お
興
）
乏
い
う
批
評
が
生
ま
れ
た
。
ル
ヵ
　
　
　
で
「
ア
ル
プ
ス
の
彼
方
の
法
王
」
と
渾
名
さ
れ
る
ロ
レ
：
ヌ
枢
機
卿
で
あ

！
チ
は
「
歴
史
文
学
論
」
の
中
で
「
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
　
　
　
る
。
当
時
の
国
王
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
ニ
世
は
、
ヴ
ァ
ロ
ア
家
の
出
身
で
あ
る
が
、
弱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ジ
シ
ス
に
つ
い
て
た
だ
興
味
あ
る
論
文
を
書
い
た
」
　
（
傍
点
筆
者
）
と
だ
け
述
　
　
　
年
の
た
め
、
王
妃
マ
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ル
の
伯
父
に
あ
た
る
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
に

べ
・
そ
れ
呈
は
こ
の
小
説
ξ
い
て
は
語
っ
て
い
な
い
・
　
　
　
　
完
全
に
籠
絡
さ
れ
て
い
る
・
ゼ
イ
ズ
家
は
国
政
を
左
右
す
る
権
力
を
も
ち
・
　
【

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
か
し
、
．
」
．
」
で
は
、
「
カ
ル
ヴ
ア
ソ
派
の
殉
教
者
」
を
独
立
し
た
；
の
　
警
の
周
囲
に
は
反
王
権
の
旧
教
徒
貴
族
達
が
集
っ
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
一

歴
史
小
説
と
し
て
、
と
り
あ
げ
て
み
た
い
。
モ
ー
リ
ス
・
バ
ル
デ
ッ
シ
ュ
は
、
「
ふ
　
　
　
力
が
「
異
端
」
を
王
国
か
ら
追
放
す
る
決
心
を
か
た
め
る
に
つ
れ
、
新
教
徒
は

く
ろ
う
党
L
と
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
殉
教
者
」
を
比
較
し
た
と
き
、
作
中
人
物
　
　
団
結
し
、
ま
た
反
ギ
ュ
イ
ズ
派
の
貴
族
は
、
こ
の
宗
教
改
革
運
動
を
利
用
す
る

が
歴
史
上
の
人
物
で
あ
る
か
虚
構
の
人
物
で
あ
る
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
　
　
た
め
に
、
新
教
側
に
身
を
投
じ
た
。
新
教
貴
族
の
中
心
は
ナ
ヴ
ァ
ル
王
ア
ン
ト

「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
の
作
中
人
物
は
ル
カ
、
ミ
ュ
を
除
い
て
は
全
て
歴
　
　
　
ワ
ー
ヌ
・
ド
・
ブ
ル
ボ
ソ
と
弟
コ
ソ
デ
公
で
あ
る
。
ブ
ル
ボ
ソ
家
は
ヴ
！
ロ
ア

史
上
の
人
物
で
あ
る
か
ら
、
「
ふ
く
ろ
う
党
」
が
歴
史
小
説
で
あ
る
の
に
対
し
て
　
　
　
家
に
次
ぐ
王
位
継
承
権
を
も
っ
て
い
た
。

「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
殉
教
者
」
は
小
説
化
さ
れ
た
歴
史
的
挿
話
に
す
ぎ
な
い
と
　
　
　
　
小
説
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
は
、
新
教
派
が
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
の
手
か
・

い
っ
て
い
る
（
「
小
説
家
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
」
一
五
五
頁
）
。
し
か
し
、
ル
カ
ミ
ュ
と
　
　
　
ら
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ニ
世
を
奪
い
と
ろ
う
と
計
画
し
た
「
ア
ソ
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
の

い
う
作
中
人
物
が
こ
の
小
説
の
唯
一
の
虚
構
で
あ
る
と
す
れ
ぽ
、
逆
に
こ
の
人
　
　
　
前
夜
か
ら
始
る
。
毛
皮
商
の
息
子
で
熱
烈
な
新
教
徒
で
あ
る
ク
リ
ス
ト
フ
は
見

物
に
照
明
を
あ
て
、
こ
の
人
物
の
意
味
を
考
え
、
こ
の
入
物
か
ら
「
カ
ル
ヴ
ァ
　
　
　
知
ら
ぬ
男
に
呼
び
だ
さ
れ
、
セ
ー
ヌ
河
に
浮
ぶ
小
舟
に
連
れ
て
ゆ
か
れ
る
。
舟
に

ソ
派
の
殉
教
者
」
を
読
め
ば
こ
の
作
品
の
新
し
い
面
を
み
つ
け
る
こ
と
が
出
来
　
　
　
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
の
他
に
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
か
ら
派
遺
さ
れ
た
牧
師
シ
ョ
ジ
ュ
ー
、

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
新
教
軍
武
将
ラ
・
ル
ノ
ジ
ー
、
新
教
派
の
か
く
れ
た
首
領
で
あ
る
コ
ン
デ
公
が



乗
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
実
に
権
力
へ
の
道
を
登
り
つ
づ
け
る
だ
ろ
う
、
と
彼
は
い
う
。
老
ル
カ
、
、
・
ユ
は

　
「
こ
の
四
人
の
男
は
、
民
衆
の
信
仰
と
、
弁
舌
の
才
と
ヤ
兵
士
の
腕
と
、
闇
　
　
　
勘
定
書
と
共
に
密
講
を
懐
に
し
た
息
子
を
は
げ
ま
し
て
プ
ロ
ワ
城
へ
送
り
出
す

に
か
く
れ
た
王
権
と
を
表
し
て
い
た
の
だ
。
」
（
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
殉
教
者
」
七
　
　
　
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

五
頁
）
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
、
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
は
す
で
に
新
教
徒
の
陰
謀
を
探
知
し
て
い
て
、
彼

　
こ
の
冒
頭
の
場
面
は
、
様
々
な
利
害
の
入
り
ま
じ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
宗
教
改
革
　
　
　
ら
を
一
網
打
尽
に
し
た
う
え
、
が
く
れ
た
首
領
が
コ
ソ
デ
公
で
あ
る
証
拠
を
握

運
動
の
内
容
を
明
快
に
図
式
化
し
て
み
せ
て
く
れ
る
。
動
乱
前
夜
の
不
安
な
時
　
　
　
ろ
う
と
狙
っ
て
い
え
。
宮
廷
に
潜
入
し
た
ク
リ
ス
ト
フ
は
悪
リ
ー
王
妃
の
燗

代
の
雰
囲
気
も
よ
く
伝
え
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
眼
に
、
た
ち
ま
ち
見
破
ら
れ
る
。
カ
ト
リ
ー
ヌ
太
后
は
、
と
っ
さ
に
自
ら
の
手
で

　
宮
廷
に
は
、
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
に
敵
意
を
抱
い
て
い
る
母
后
ヵ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
　
　
　
ク
リ
ス
ト
フ
と
密
書
を
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
に
つ
き
出
す
こ
と
に
よ
り
、
辛
う
じ
て

・
メ
ジ
シ
ス
が
い
る
。
彼
女
は
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
ニ
世
の
摂
政
と
し
て
振
う
は
ず
で
　
　
危
機
を
脱
す
る
。
ク
リ
ス
ト
フ
は
拷
問
に
か
け
ら
れ
る
。
彼
が
白
状
す
れ
ぽ
コ

あ
っ
た
権
力
を
ギ
ュ
イ
ズ
家
に
横
取
り
さ
れ
売
の
で
あ
っ
た
。
コ
ソ
デ
公
は
、
　
　
ン
デ
公
の
命
と
カ
ト
リ
ー
ヌ
太
后
の
地
位
が
危
い
。
ク
リ
ス
ト
フ
は
耐
、
兄
た
。

こ
の
度
の
ギ
ュ
イ
ズ
家
に
対
す
6
陰
謀
に
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
を
も
利
用
す
る
つ
も
　
　
　
　
「
ア
ソ
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
は
完
全
な
失
敗
に
終
っ
た
。
敗
れ
た
新
教
徒
の
民

り
で
あ
る
・
そ
こ
で
・
’
ソ
デ
公
は
ク
リ
ス
ト
乏
・
商
士
冗
を
利
用
し
て
ヵ
ト
　
衆
や
震
濠
姿
と
処
刑
さ
れ
る
・
ギ
・
イ
ズ
家
の
勢
力
は
い
よ
い
よ
絶
大
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ

リ
L
乏
密
書
を
手
渡
す
使
命
を
託
す
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
－
で
、
カ
・
リ
ー
ヌ
太
后
や
、
老
劣
ミ
、
の
様
々
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
　
脚

　
一
方
、
ク
リ
ス
ト
フ
の
父
、
毛
皮
商
ル
ー
カ
ミ
ュ
は
、
店
に
い
な
が
ら
、
事
の
　
　
　
コ
ソ
デ
公
と
ク
リ
ス
ト
フ
の
死
刑
も
せ
ま
っ
て
く
る
。

す
べ
て
を
見
抜
い
て
い
た
。
彼
は
長
年
宮
廷
御
用
商
人
を
つ
と
め
て
来
た
老
檜
　
　
　
こ
の
時
、
国
王
の
急
病
が
事
態
を
一
変
せ
し
め
た
。
カ
ト
リ
ー
ヌ
太
后
は
、

な
商
人
で
あ
る
。
同
業
組
合
内
で
の
勢
力
も
大
き
く
、
三
部
会
の
第
三
身
分
の
　
　
新
し
い
手
術
に
よ
り
国
王
を
救
お
う
と
す
る
パ
レ
を
押
し
と
ど
め
、
，
息
子
を
見

議
員
で
あ
る
。
王
室
外
科
医
ア
ン
ブ
ロ
ワ
ズ
・
パ
レ
の
研
究
を
経
済
的
に
援
助
　
　
　
殺
し
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
ギ
ュ
イ
ズ
家
の
野
望
を
く
だ
い
た
。
新
王
シ
ャ
ル

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
彼
の
秘
か
な
野
心
は
、
法
律
を
勉
強
し
て
い
る
息
子
ク
　
　
　
ル
九
世
が
即
位
し
、
殉
ト
リ
ー
ヌ
は
摂
政
と
し
て
、
ま
た
た
く
ま
に
勢
力
を
拡

リ
ス
ト
フ
の
為
に
貴
族
領
と
、
最
高
法
院
評
定
官
の
職
を
買
い
、
ル
カ
ミ
ュ
家
　
　
　
げ
る
。
彼
女
は
、
旧
教
と
新
教
の
意
見
の
衝
突
を
和
げ
る
た
め
の
「
ポ
ワ
シ
ー

を
制
躍
際
級
か
ら
新
興
法
服
貴
族
の
列
に
成
り
上
ら
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
彼
は
　
　
の
会
議
」
を
開
き
た
い
と
提
案
す
る
。
彼
女
の
真
の
意
図
は
論
争
に
よ
っ
て
両

宗
教
改
革
運
動
に
ゆ
れ
動
く
時
勢
を
深
く
読
み
、
先
を
見
通
し
て
い
る
。
自
分
　
　
　
派
を
共
に
消
粍
さ
せ
、
時
を
稼
ぐ
こ
と
に
あ
っ
た
。
ギ
ュ
イ
ズ
家
と
ブ
ル
ボ
ン

は
カ
ト
リ
ッ
ク
で
い
よ
う
、
息
子
は
新
教
徒
の
運
動
に
加
っ
て
み
る
が
よ
い
。
　
　
家
も
さ
ら
に
闘
争
を
続
け
さ
せ
、
そ
の
闘
争
の
間
に
、
ヴ
ァ
ロ
ァ
家
の
王
権
を

カ
ト
リ
ヅ
ク
が
勝
て
ば
、
金
の
力
で
息
子
を
危
険
か
ら
救
う
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
主
　
　
強
固
に
す
る
つ
も
り
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
　

義
が
勝
て
ぽ
息
子
が
家
門
を
興
す
だ
ろ
う
、
い
ず
れ
に
し
ろ
、
市
民
階
級
は
確
　
　
　
　
ク
リ
ス
ト
フ
も
無
事
、
釈
放
さ
れ
、
自
宅
で
漠
然
と
褒
賞
を
夢
想
し
て
か
馬



る
。
し
か
し
、
コ
ソ
デ
公
か
ら
の
返
事
は
冷
た
く
、
新
教
牧
師
シ
ョ
ジ
ュ
ー
　
　
　
ク
は
、
妹
に
あ
て
た
手
紙
か
ら
み
れ
ば
、
す
で
に
一
八
二
一
年
頃
か
ら
こ
の
時

は
、
さ
ら
に
あ
ら
た
な
犠
牲
行
為
を
要
求
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
ク
リ
ス
ト
フ
　
　
代
に
興
味
を
も
ち
、
資
料
を
集
め
て
い
た
。
一
八
二
五
年
に
は
王
立
図
書
館
か

は
宗
教
改
革
運
動
に
幻
滅
を
感
じ
た
。
し
か
し
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
太
后
だ
け
は
、
　
　
　
ら
多
数
の
本
を
借
出
し
て
い
る
。

市
民
階
級
に
酬
い
る
こ
と
を
心
得
て
い
た
。
あ
る
夜
と
つ
ぜ
ん
、
新
王
と
共
に
　
　
　
①
の
小
説
は
や
は
り
「
ア
ソ
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
前
夜
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
．

カ
ト
リ
ー
ヌ
自
身
が
町
人
ル
カ
ミ
ュ
の
家
を
訪
れ
・
食
卓
を
共
に
し
、
席
上
、
　
　
　
る
。
カ
ル
ヴ
ア
ソ
、
シ
ョ
ジ
ュ
ー
、
ラ
．
ル
ノ
ジ
ー
、
コ
ソ
デ
公
と
い
っ
た
バ

ク
リ
ス
ト
フ
に
貴
族
領
と
最
高
法
院
評
定
官
の
職
を
買
う
た
め
の
特
別
許
可
状
　
　
　
ル
ザ
ッ
ク
も
書
い
た
新
教
派
の
陣
営
の
人
々
が
登
場
す
る
。
陰
謀
を
探
知
し
た

を
与
え
た
。
但
し
、
そ
れ
に
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
が
カ
ト
リ
ッ
ク
に
な
る
と
い
う
　
　
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
が
描
か
れ
る
。
次
い
で
敗
れ
た
ユ
グ
ノ
：
の
貴
族
達
の
処
刑
の

条
件
が
つ
い
て
い
た
・
太
后
は
新
教
思
想
の
中
に
王
権
を
お
び
や
か
す
共
和
主
　
　
場
面
が
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
こ
の
部
分
を
、
彼
の
「
ヵ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教

義
思
想
が
ひ
そ
ん
で
い
る
の
を
見
抜
き
、
い
ず
れ
は
彼
女
も
再
び
ギ
ュ
イ
ズ
家
　
　
　
老
」
の
第
十
一
章
「
ア
ソ
ボ
ワ
ズ
の
騒
乱
」
に
お
け
る
処
刑
の
場
面
の
た
め
に

と
手
を
結
ぶ
こ
と
、
そ
し
て
十
二
年
後
「
サ
ソ
・
バ
ル
テ
ル
ミ
ー
虐
殺
」
が
あ
　
　
剰
窃
し
た
。
罪
人
達
の
歌
う
讃
美
歌
を
写
し
て
い
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
後
に
ご

る
こ
と
を
予
想
し
て
い
た
の
だ
っ
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
は
太
后
か
ら
与
え
ら
れ
た
　
　
　
の
本
の
著
者
に
自
分
の
h
カ
ト
リ
ー
ヌ
L
を
贈
り
、
こ
と
わ
ヴ
を
書
い
た
。
・

過
分
の
離
と
名
誉
憲
激
し
垂
党
派
・
カ
・
リ
・
ク
に
転
向
す
る
・
こ
れ
　
「
カ
ル
ヴ
・
ソ
派
の
殉
教
者
」
の
筋
を
つ
く
詮
あ
た
っ
て
、
①
が
大
き
な
［

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
最
高
法
院
に
名
高
い
ル
カ
、
、
ユ
家
の
起
り
で
あ
っ
て
、
老
ル
カ
、
、
、
み
望
み
　
影
響
を
与
・
廷
．
」
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ
れ
に
②
か
ら
得
た
多
く
の
知
識
、
一

ど
お
り
彼
の
子
孫
は
最
高
法
院
議
長
に
な
っ
た
。
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
、
そ
れ
を
も
と
に
し
た
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
解
釈
が
つ
け
加
え
ら
れ
た
で
あ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　

，
以
上
が
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
「
カ
ル
ヴ
ア
ソ
派
の
殉
教
者
」
の
大
筋
で
あ
る
。
歴
　
　
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
‘

史
を
ど
の
よ
う
に
丈
学
に
定
着
さ
せ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
、
小
説
と
し
て
ど
　
　
　
①
の
中
に
見
当
ら
な
い
の
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
の
運
命
を
め
ぐ
る
物
語
で
あ

の
よ
う
な
虚
構
を
組
立
て
る
か
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
小
説
　
　
　
る
。
こ
こ
に
興
味
あ
る
歴
史
事
実
が
あ
る
。

で
は
、
ど
の
部
分
が
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
真
の
創
造
に
な
る
の
か
見
よ
う
。
　
　
　
　
＠
ル
カ
ミ
ュ
と
い
う
カ
ト
リ
ー
ヌ
太
后
御
用
の
毛
皮
商
人
は
実
在
し
た
。
但

　
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
こ
の
小
説
を
露
く
に
あ
た
っ
て
、
次
の
よ
う
な
資
料
を
参
考
　
　
　
し
、
彼
は
一
五
六
〇
年
の
「
ア
ン
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
当
時
に
は
、
す
で
に
死
ん

に
し
た
こ
゜
と
が
考
証
さ
れ
て
い
る
。
　
（
〉
・
劉
じ
o
叶
8
・
バ
ル
ザ
ッ
ク
研
究
協
　
　
　
で
い
た
。

会
版
全
集
「
カ
ド
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ジ
シ
ス
」
解
説
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
ク
リ
ス
ト
フ
と
い
う
毛
皮
商
人
の
息
子
も
実
在
し
た
。
し
か
も
、
彼
は
新

　
①
一
つ
は
小
説
で
あ
る
。
A
・
ジ
ェ
ル
モ
ー
著
「
一
九
六
〇
年
に
お
け
る
宗
　
　
　
教
派
か
ら
カ
ト
リ
ー
ヌ
に
あ
て
た
密
書
を
運
び
、
マ
リ
ー
王
妃
に
発
見
さ
れ
、
ヵ

教
改
革
、
ま
た
は
ア
ン
ボ
ワ
ズ
の
騒
乱
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
リ
ー
ヌ
の
手
で
告
発
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
同
じ
一
五

　
②
宗
教
改
革
時
代
に
関
す
る
歴
史
研
究
書
お
よ
び
回
想
録
の
類
。
バ
ル
ザ
ッ
　
　
　
六
〇
年
の
こ
と
な
ぶ
ら
「
ア
ソ
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
よ
り
か
な
り
後
で
あ
り
、
密



書
は
別
の
事
柄
に
関
す
る
建
言
で
あ
っ
た
。
彼
を
使
っ
た
の
も
コ
ソ
デ
公
で
は
　
　
ま
ざ
ま
な
反
応
を
ひ
き
起
し
、
各
自
の
利
害
を
暴
露
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
「

な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
⇔
　
虚
構
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

　
◎
十
七
世
紀
に
、
ル
カ
ミ
ュ
と
い
う
名
の
大
臣
が
い
た
。
壮
麗
な
ル
カ
、
・
・
ユ

邸
も
存
在
し
た
。
こ
れ
は
小
説
の
結
末
で
老
ル
カ
ミ
ュ
の
子
孫
で
あ
る
最
高
法
　
　
　
　
ル
カ
ー
チ
は
「
歴
史
文
学
論
」
の
中
で
ウ
ォ
ル
タ
ー
．
ス
コ
ヅ
ト
の
歴
史
小

院
議
長
が
建
て
る
と
い
う
邸
宅
に
一
致
す
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
説
の
主
人
公
を
「
平
凡
な
主
人
公
」
と
よ
び
、
そ
の
特
徴
は
「
コ
ソ
ポ
ジ
シ
ョ

　
②
⑤
◎
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
②
の
一
つ
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
所
蔵
し
た
歴
史
書
（
レ
、
　
ン
的
役
割
」
を
果
す
こ
と
に
あ
る
と
い
っ
た
。
ス
コ
ッ
ト
の
小
説
に
は
激
突
す

ニ
エ
・
ド
・
ラ
㌔
フ
ラ
ソ
シ
ュ
著
「
フ
ラ
ソ
ソ
ワ
ニ
世
治
下
の
フ
ラ
ン
ス
国
家
　
　
　
る
二
陣
営
が
存
在
す
る
。
主
人
公
は
い
わ
ゆ
る
歴
史
上
の
有
名
な
人
物
で
は
な

の
歴
史
」
）
の
中
に
雷
か
れ
て
い
る
。
但
し
、
②
⑤
◎
の
事
実
の
相
互
関
係
は
　
　
く
て
虚
構
の
無
名
の
人
で
あ
る
。
彼
は
ち
よ
つ
と
し
た
実
行
的
な
知
恵
と
、
自

明
ら
か
で
は
な
い
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
と
っ
て
も
謎
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
し
か
　
　
分
を
犠
牲
に
す
る
こ
と
さ
え
出
来
る
道
徳
的
堅
固
さ
を
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
事
実
を
発
見
し
た
と
き
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
想
像
力
が
た
だ
ち
に
　
　
9
し
、
彼
に
は
人
を
魅
す
る
よ
う
な
情
熱
、
偉
大
な
事
業
へ
の
献
身
的
、
感
激
的

三
つ
を
結
び
つ
け
一
つ
の
物
語
を
創
り
出
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
一
つ
の
　
　
参
与
は
み
ら
れ
な
い
。
彼
は
激
し
く
対
立
す
る
両
派
に
決
し
て
と
ら
わ
れ
な

ブ
ル
ジ
・
ワ
の
家
族
が
成
り
上
つ
て
ゆ
く
話
・
「
人
間
喜
廻
に
お
い
て
何
度
　
い
・
・
彼
は
た
だ
・
ほ
と
ん
ど
偶
然
か
ら
両
方
の
陣
窪
代
る
代
る
象
沁
’
い
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う

も
賑
謹
雛
携
騨
晃
聴
ブ
γ
び
ズ
陰
謀
」
事
聴
謂
雛
縫
総
G
鞭
鎌
鎌
霧
鷺
鄭
二

件
の
中
に
は
め
こ
ま
れ
て
、
虚
構
と
し
て
の
役
割
を
充
分
に
発
揮
す
る
。
　
「
ヵ
　
　
　
は
、
そ
の
ま
ま
党
派
間
の
闘
争
の
表
現
と
な
る
と
と
も
に
、
両
派
の
偉
大
な
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヶ
リ
イ
ズ

ル
ヴ
ア
ソ
派
の
殉
教
者
」
に
お
い
て
危
機
鳳
、
ク
リ
ス
ト
フ
の
密
書
に
よ
っ
て
　
　
　
表
者
達
を
次
々
と
み
せ
る
役
割
も
す
る
。
ス
コ
ッ
ト
の
ウ
ェ
ー
ヴ
ァ
リ
ー
に
つ

も
た
ら
さ
れ
た
。
し
か
し
、
よ
く
注
意
す
る
と
、
密
諜
が
お
さ
え
ら
れ
た
と
き
　
　
い
て
い
わ
れ
た
こ
の
特
徴
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
ク
リ
ス
ト
フ
に
ど
の
程
度
あ
て

に
は
、
既
に
ア
ソ
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
の
ほ
ぼ
全
貌
が
ギ
ュ
イ
ー
ズ
家
に
知
ら
れ
て
　
　
　
は
ま
る
だ
ろ
う
か
。

い
た
℃
カ
ト
リ
ー
ヌ
が
ク
リ
ス
，
ト
フ
と
密
書
を
故
意
に
つ
き
出
し
た
と
こ
ろ
で
　
　
　
密
書
を
運
ぶ
使
命
を
受
け
る
と
き
の
ク
リ
ス
ト
フ
は
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ

大
勢
は
変
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
獄
中
の
ク
ザ
ス
ト
フ
が
同
じ
く
捕
わ
れ
の
身
　
　
　
る
。

で
あ
っ
た
コ
ソ
デ
公
に
送
っ
た
A
口
図
は
公
を
処
刑
台
へ
送
る
た
め
の
確
実
な
証
　
　
　
’
「
彼
の
表
情
に
は
、
物
の
全
局
面
を
理
解
す
る
能
力
は
な
い
に
し
て
も
、
そ

拠
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
の
と
こ
ろ
王
の
急
死
に
よ
り
、
処
刑
は
中
止
さ
　
　
　
の
周
囲
の
一
点
上
で
は
巧
み
に
立
ち
廻
わ
れ
る
だ
け
の
総
明
さ
は
あ
る
こ
と
を

れ
た
の
で
あ
る
。
虚
構
は
史
実
と
紙
一
重
の
と
こ
ろ
で
、
す
れ
違
い
、
史
実
　
　
　
示
し
て
い
た
」
　
（
七
三
頁
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
リ
イ
ズ

を
侵
害
す
る
こ
と
が
な
い
。
そ
れ
で
い
て
虚
構
の
危
機
が
登
場
人
物
の
問
に
さ
　
　
　
　
コ
ソ
デ
公
は
ク
リ
ス
ト
フ
を
「
新
し
い
道
具
」
　
（
七
六
頁
）
と
し
て
冷
静
に



点
検
し
て
い
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
と
な
る
で
し
よ
う
。
我
々
の
子
孫
の
為
に
、
い
つ
か
我
々
の
家
庭
を
自
唐

　
宮
廷
に
潜
入
し
た
ク
リ
ス
ト
フ
は
、
両
陣
営
の
運
命
を
変
え
る
か
も
し
れ
な
　
　
ま
た
幸
福
に
す
る
た
め
に
、
我
凌
は
潔
く
死
ぬ
覚
悟
を
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
」
、

い
密
書
を
携
え
で
い
る
い
る
わ
け
だ
が
、
彼
自
体
は
無
力
な
存
在
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
七
〇
～
七
一
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ル
ジ
；
ジ
ー

　
　
マ
ニ
つ
の
家
族
（
ル
カ
ミ
ュ
と
ラ
リ
エ
）
の
希
望
で
あ
る
若
者
が
、
カ
ト
リ
　
　
　
ク
リ
ス
ト
フ
に
と
っ
て
、
信
仰
の
た
め
に
、
と
い
う
こ
と
は
市
民
階
級
の
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ヨ

：
ヌ
と
ギ
ュ
イ
ズ
家
と
い
う
強
力
に
し
て
血
も
涙
も
な
い
二
つ
の
機
械
の
澗
に
　
　
あ
に
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
彼
に
は
、
宗
教
改
革
運
動
に
、
市
民

狭
ま
れ
て
危
地
に
お
ち
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
」
　
（
＝
二
八
頁
）
　
噛
　
　
　
　
　
催
級
の
も
の
と
は
別
の
利
害
も
加
っ
て
い
る
こ
と
の
意
味
は
、
’
は
っ
き
り
分
っ

　
　
ク
リ
ス
ト
フ
は
一
見
「
平
凡
な
主
人
公
」
そ
の
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
彼
　
　
　
て
い
な
い
。
コ
ソ
デ
公
か
ら
密
書
を
運
ぶ
使
命
を
託
さ
れ
た
ク
リ
ス
ト
フ
は
「
貴

緊
な
り
平
凡
な
性
格
の
塁
で
あ
り
、
彼
の
馨
は
二
つ
の
讐
の
闘
争
に
族
も
凝
を
皆
各
々
そ
の
霧
を
果
す
べ
き
時
代
と
心
得
て
お
り
ま
す
」
．
と
答

ま
き
こ
ま
れ
、
ほ
ん
ろ
う
さ
れ
る
。
ク
リ
ス
ト
フ
の
運
命
の
物
語
が
闘
争
の
表
　
　
え
た
。
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
は
自
分
が
カ
ト
リ
ー
ヌ
や
ブ
ル
ボ
ソ
家
を
利
用
し
て
い
る

現
に
も
な
り
、
両
陣
営
の
代
表
老
を
次
々
と
登
場
さ
せ
る
役
割
を
も
果
し
て
い
　
　
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
ブ
ル
ボ
ソ
家
や
ヵ
ト
リ
」
ヌ
、
も
宗
教
改
革
運
動
と
の
一

る
・
」
と
は
、
す
で
に
O
で
述
べ
た
。
　
　
　
、
　
　
　
時
的
提
携
の
意
味
を
知
っ
で
い
た
。
し
か
る
に
ク
リ
ス
ト
フ
は
、
，
ソ
デ
公
と
噌

　
　
し
か
し
、
ク
リ
ス
ト
フ
は
闘
争
の
目
的
を
知
っ
て
い
て
、
自
分
の
意
志
で
、
　
　
の
連
帯
を
錯
覚
し
、
そ
れ
故
に
事
後
に
μ
ソ
デ
公
よ
り
冷
た
い
あ
し
ら
い
を
受
　
　
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

密
書
を
運
ぶ
使
命
を
承
諾
し
た
。
彼
は
偶
然
か
ら
両
陣
営
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
だ
の
　
　
け
て
幻
滅
せ
ね
ぽ
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
ク
リ
ス
ト
フ
が
「
道
具
」
で
あ
っ
　
　
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
で
は
な
く
、
両
陣
営
の
闘
争
に
積
極
的
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
た
ゆ
、
兄
ん
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ト

　
　
ク
リ
ス
ト
フ
は
如
何
に
し
て
新
教
徒
と
な
っ
た
か
・
「
ク
リ
ス
ド
フ
は
、
名
　
　
ク
リ
ス
ト
フ
は
も
し
彼
一
人
で
あ
っ
た
ら
「
平
凡
な
主
人
公
」
に
終
っ
た
で

　
付
親
に
有
名
な
歴
史
家
ド
・
ト
ゥ
を
も
ち
、
し
っ
か
り
し
た
教
育
を
受
け
た
。
　
　
あ
ろ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

，
し
か
し
、
こ
の
教
育
は
、
彼
を
パ
リ
大
学
の
学
生
や
教
授
団
を
と
ら
え
だ
あ
の
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
こ
の
小
説
の
題
を
度
々
変
え
た
。
そ
の
一
つ
に
ピ
Φ
ω
い
①
，

疑
惑
と
検
討
の
精
神
と
に
導
い
た
の
だ
っ
た
」
　
（
八
六
頁
）
　
　
　
’
　
　
　
　
　
0
9
。
日
o
ω
1
「
ル
カ
ミ
ュ
家
」
が
あ
る
。
こ
の
物
語
の
中
で
、
結
局
自
己
の
野
望

　
　
ク
リ
ス
ト
フ
は
新
教
徒
と
し
て
自
己
の
行
動
の
昌
的
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
　
　
を
遂
げ
た
人
物
は
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
と
流
血
ば
勝
利
で
あ
る
と
逆
説
的
に
主
張
す

　
て
い
た
か
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
と
、
そ
し
て
老
ル
カ
、
・
・
ユ
で
あ
る
。
毛
皮
商
が
生
涯
を
か
け
ズ

　
　
「
私
は
宗
教
改
革
の
こ
と
は
真
面
目
に
考
え
て
み
ま
し
た
。
大
衆
の
幸
、
福
を
　
　
あ
た
た
め
て
来
た
計
画
は
、
ク
リ
ス
ト
フ
の
事
件
を
機
会
に
完
全
に
実
現
し
た

目
指
し
、
て
我
々
が
何
を
し
て
い
る
か
は
心
得
て
い
ま
す
。
　
（
…
）
今
こ
そ
フ
ラ
　
　
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
件
σ
後
に
は
、
老
ル
カ
、
、
、
ユ
は
店
と
同
業
組
合
の
権
利

　
ソ
ス
に
た
か
っ
て
い
る
毛
虫
坊
主
共
を
払
い
落
し
て
・
彼
等
の
財
産
を
王
家
へ
　
　
を
売
り
、
そ
し
て
息
子
の
た
め
に
最
高
法
院
評
定
官
に
ふ
さ
わ
し
い
石
造
の
邸

お
返
し
申
す
と
き
な
の
で
す
が
・
早
晩
豪
も
こ
れ
を
鰯
躍
曜
級
に
お
売
り
渡
　
宅
を
琴
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
も
・
ザ
ス
ト
フ
は
老
劣
、
、
、
、
の
道
呉



で
あ
る
。
し
か
し
老
ル
カ
ミ
ュ
は
「
個
人
的
野
心
を
持
ウ
代
り
に
家
門
と
し
て
　
　
　
老
ル
カ
ミ
ュ
に
は
、
長
年
の
生
活
に
基
い
た
階
級
と
し
て
の
根
深
い
野
心
が

の
野
望
を
い
だ
い
た
の
だ
っ
た
。
」
（
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
殉
教
者
」
八
六
頁
）
　
　
あ
つ
た
か
ら
、
宗
教
改
革
運
動
の
中
に
、
自
分
達
に
有
利
な
思
想
が
あ
る
こ
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
　

ク
リ
ス
ト
フ
は
、
宗
教
改
革
運
動
は
市
民
階
級
の
利
益
を
守
る
も
の
だ
と
信
じ
　
　
を
素
速
く
か
ぎ
つ
け
た
の
で
あ
る
。
若
い
ク
リ
ス
ト
フ
は
、
そ
れ
に
反
し
て
、

て
信
仰
に
入
っ
た
。
父
親
の
ル
カ
ミ
ュ
も
同
じ
こ
」
と
を
宗
教
改
革
運
動
に
期
待
　
　
　
教
育
を
通
し
て
思
想
を
学
ん
だ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
「
ア
ン
ボ
ワ
ズ
の

す
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
で
あ
る
彼
が
新
教
徒
の
息
子
よ
り
過
激
で
す
ら
あ
　
　
陰
謀
」
と
い
う
緊
迫
し
た
事
態
が
一
応
お
わ
っ
て
、
宗
教
改
革
運
動
に
固
く
結

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
集
し
て
い
た
各
派
が
次
の
各
々
の
利
害
を
目
指
し
て
散
っ
て
行
っ
た
時
、
自
分

　
「
『
宗
教
改
革
運
動
は
教
会
の
所
有
地
を
市
民
階
級
の
も
の
に
す
る
か
も
し
　
　
　
の
目
的
を
見
失
っ
て
幻
滅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
レ
ジ
ョ
ワ
ジ
　
ア

れ
ん
の
だ
。
坊
主
ど
も
の
特
権
を
廃
止
し
、
課
税
の
上
で
貴
族
も
市
民
階
級
も
　
　
　
　
し
か
し
老
ル
カ
ミ
ュ
は
、
市
民
階
級
が
本
当
に
政
権
を
と
る
の
は
ま
だ
ま
だ

平
等
と
な
り
、
国
民
の
上
に
君
臨
す
る
も
の
は
国
王
だ
け
に
な
る
、
と
い
う
こ
　
　
何
代
も
先
の
こ
と
で
あ
り
、
闘
い
は
長
く
続
く
こ
と
を
知
っ
て
い
た
。
老
ル
ヵ

と
を
改
革
派
は
要
求
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
る
。
も
つ
と
も
、
こ
れ
は
国
に
王
．
　
ミ
ユ
は
ク
リ
ス
ト
フ
と
同
じ
こ
と
を
・
も
っ
と
別
の
や
り
方
で
望
ん
だ
。
彼
ぽ

様
を
残
し
て
お
く
場
合
の
話
で
す
が
ね
。
』
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
族
領
と
官
職
を
買
取
る
こ
と
に
よ
り
除
々
に
貴
族
の
特
権
の
中
に
食
い
こ
ん

　
『
国
王
も
廃
止
だ
っ
て
』
と
ラ
2
は
叫
ん
だ
・
　
　
「
　
、
　
で
ゆ
く
こ
と
を
選
ん
だ
の
だ
っ
た
・
　
　
　
　
　
　
　
『

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ド

霧
燗
鐸
趨
離
馨
鐸
き
め
た
役
人
に
よ
っ
て
自
で
鰻
恭
鱗
締
肌
鷲
謬
舶
羅
鴛
縫
∵

治
を
し
く
こ
と
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
役
人
達
が
期
限
つ
き
の
統
領
を
選
ぶ
こ
　
　
主
題
の
中
に
吸
収
さ
れ
る
。
老
ル
カ
ミ
ェ
と
ク
リ
ス
ト
フ
と
最
高
法
院
議
長
と

と
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
　
（
…
）
わ
し
等
は
年
を
と
り
過
ぎ
て
い
る
か
ら
、
パ
　
　
　
な
っ
た
毛
皮
商
の
曾
孫
と
、
そ
し
て
「
人
間
喜
劇
」
の
現
代
に
つ
づ
く
ル
カ
ミ

リ
の
市
民
階
級
が
天
下
を
と
る
の
は
見
ら
れ
ま
い
が
、
し
か
し
き
っ
と
天
下
は
　
　
ユ
家
の
野
望
は
一
本
に
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
ぼ
か
り
か
、
ル
カ
ミ
ュ
家

と
る
ぞ
。
昔
は
昔
さ
。
王
様
も
敵
に
向
う
為
に
は
、
市
民
階
級
に
た
よ
ら
ね
ば
　
」
　
も
一
本
の
細
い
糸
な
の
で
は
な
く
、
の
ち
に
ル
，
ヵ
ミ
ュ
家
と
婚
姻
関
係
を
結
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
　

な
ら
な
く
な
る
ぞ
。
今
迄
だ
っ
て
、
わ
し
ら
は
良
い
値
段
で
援
助
を
売
つ
け
て
　
　
ラ
リ
エ
家
そ
の
他
の
無
数
の
糸
が
よ
り
合
っ
て
い
る
市
民
階
級
全
体
を
代
表
し

来
て
い
る
ん
だ
。
い
よ
い
よ
最
後
ま
で
行
っ
て
市
民
階
級
が
み
ん
な
貴
族
に
な
　
．
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

っ
た
ら
、
王
様
か
ら
の
特
別
許
可
状
な
ど
な
し
に
貴
族
領
も
買
え
る
し
、
領
地
　
　
　
　
「
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
殉
教
者
」
の
主
人
公
は
ク
リ
ス
ト
フ
と
ル
カ
ミ
ュ
と
競

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ジ
ヨ
ワ
ジ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
　

の
名
を
名
乗
る
こ
乏
も
出
来
る
よ
う
に
な
る
さ
。
…
…
』
一
七
八
九
年
の
大
革
　
　
　
民
階
級
全
体
で
あ
る
。
市
民
階
級
は
ギ
ュ
イ
ズ
家
に
対
し
て
た
く
ら
ま
れ
た
陰

命
の
酵
母
が
す
で
に
ル
カ
、
、
・
ユ
の
血
を
駆
り
た
て
て
い
た
の
で
あ
る
」
。
　
（
同
　
　
謀
に
巻
き
こ
ま
れ
た
の
で
は
な
く
自
分
㊨
意
志
で
参
加
し
、
し
か
も
独
自
に
最

、
九
六
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
巧
み
に
自
己
の
階
級
の
勝
を
す
す
め
た
の
で
あ
る
。



　
「
平
凡
な
主
人
公
」
は
二
つ
の
陣
営
の
中
間
を
さ
ま
よ
う
。
無
党
派
性
が
そ
　
　
　
　
「
第
三
身
分
、
1
歴
史
の
全
体
を
要
約
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
素
晴
し

の
特
徴
で
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
ス
コ
ッ
ト
と
同
じ
く
無
名
の
虚
構
の
人
物
を
　
　
　
い
言
葉
で
あ
る
。
」
　
（
コ
ナ
ー
ル
版
全
集
雑
皿
五
二
八
頁
）

主
人
公
に
し
な
が
牡
、
そ
の
人
物
に
「
平
凡
な
主
人
公
」
の
役
割
を
越
え
た
党
　
　
　
領
主
と
自
由
都
市
、
領
主
と
管
区
、
地
方
と
地
方
、
王
権
と
封
建
制
度
な
ど

派
的
立
場
を
強
調
し
た
。
そ
の
こ
乏
の
意
味
を
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
歴
史
観
と
あ
わ
・
　
の
全
て
の
闘
争
は
、
十
六
世
紀
以
後
に
は
除
々
に
旧
教
と
新
教
の
闘
争
の
中
に

せ
て
考
え
て
み
た
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
L
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吸
収
さ
れ
て
い
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
．
フ
ラ
ソ
ス
に
は
カ
ト
リ
ッ
ク
と
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
主
義
と
い
う
二
つ
の
党
派
し

　
　
　
　
⇔
　
虚
構
の
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
か
ρ
た
。
」
　
（
同
五
二
八
頁
）
，

バ
ル
ザ
ッ
ク
の
墨
姦
治
論
文
で
あ
る
「
王
党
派
の
立
場
ξ
い
て
の
試
　
．
」
の
二
つ
の
党
派
の
争
い
は
、
物
質
的
で
あ
る
と
同
轡
思
想
的
で
も
あ
る

論
L
は
小
説
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
警
」
と
深
い
関
係
を
持
っ
て
い
る
・
　
二
重
の
闘
争
で
あ
っ
た
。
カ
ト
リ
ヅ
ク
鐘
職
者
と
貴
族
と
君
主
制
の
利
益
の

「
試
論
」
篁
章
三
フ
ン
ス
の
党
派
L
の
中
で
：
ハ
ル
ザ
・
ク
は
フ
ラ
三
　
表
現
で
あ
り
、
権
力
の
統
一
と
信
仰
の
堕
と
領
土
的
利
益
の
噸
を
擁
護
し

線
儲
藁
齢
リ
ー
ヌ
・
ド
．
・
ジ
シ
ス
と
そ
の
時
代
に
重
占
∴
郵
鷲
藁
鰻
款
鍵
翻
調
齢
羅
麹
ご

「
試
論
」
に
よ
れ
ば
党
派
（
℃
・
邑
と
徒
党
（
彗
8
）
は
異
る
・
徒
党
　
参
加
、
科
学
妄
術
の
墓
、
課
税
孝
、
商
業
の
畠
、
そ
し
て
蒜
製
一

は
特
殊
の
（
℃
Q
H
江
o
巳
δ
目
）
利
害
関
係
を
あ
ら
わ
す
が
、
党
派
は
全
体
に
通
ず
　
　
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

る
（
σ
q
ひ
蚤
巴
利
害
関
係
を
袋
す
Q
・
党
派
と
い
う
言
護
・
第
三
身
分
　
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
よ
れ
ぽ
宗
教
改
革
時
代
の
．
」
の
二
つ
の
党
派
の
対
立
が
、
そ

が
発
生
し
て
初
め
て
生
れ
た
・
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ま
ま
バ
ル
ザ
・
ク
の
時
代
の
王
党
派
と
畠
主
義
の
対
立
に
ま
で
つ
な
が
る

フ
ラ
ソ
ス
に
は
最
初
・
征
服
民
族
（
フ
ラ
ソ
ク
族
）
と
被
征
服
民
族
（
ゴ
ー
ル
　
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
・
ジ
シ
ス
の
偉
大
さ
は
宗
教
改
革
運
動
の
意

族
）
の
二
つ
の
利
害
関
係
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
っ
た
・
第
三
身
分
は
被
征
服
民
　
味
を
深
く
理
解
し
、
い
ち
は
や
く
新
教
徒
の
弾
圧
に
向
っ
た
．
」
と
で
あ
る
。
何

族
か
ら
出
た
・
第
三
身
分
は
・
葎
を
お
さ
え
る
為
に
王
に
よ
っ
て
支
持
さ
れ
　
故
な
ら
、
バ
纏
ヅ
ク
に
よ
れ
ば
畠
意
志
の
思
想
．
姜
が
、
個
人
主
謹
蝕

た
り
、
時
に
は
王
と
対
抗
す
る
諸
侯
と
結
ん
だ
り
し
な
が
ら
除
々
に
大
き
く
な
　
　
ま
れ
て
い
る
現
代
フ
ラ
ソ
ス
を
生
ん
だ
の
だ
か
ら
。

り
、
や
が
て
強
い
物
質
的
力
を
も
2
二
番
目
の
勢
力
と
な
っ
た
。
第
三
身
分
の
　
　
　
だ
が
「
試
論
」
の
中
に
は
次
の
よ
う
な
文
章
も
あ
る
。

発
生
は
、
封
建
制
度
に
対
し
て
は
商
業
と
そ
れ
に
伴
う
社
会
関
係
を
、
武
力
に
　
　
　
　
「
こ
の
闘
争
が
始
っ
た
と
き
の
社
会
状
態
は
新
教
徒
に
有
利
で
あ
っ
た
。
正

対
し
て
は
科
学
と
策
略
と
金
と
を
、
与
え
ら
れ
た
権
利
に
対
し
て
は
自
然
権
　
　
直
に
い
え
ば
、
彼
ら
の
政
治
上
の
主
張
の
い
く
つ
か
は
道
理
に
か
な
っ
た
も
の

を
、
領
主
的
司
法
に
対
し
て
は
ロ
ー
マ
法
を
対
置
さ
せ
た
の
だ
っ
た
。
　
　
　
．
　
　
で
あ
っ
た
。
彼
ら
が
そ
の
為
に
闘
っ
た
原
理
は
、
．
民
衆
の
問
に
共
通
な
思
想
と



調
和
す
る
と
い
う
有
利
な
点
を
持
っ
て
い
た
。
」
　
（
同
五
二
九
頁
）
　
　
　
　
　
　
る
・
就
聴
隊
級
は
・
こ
こ
で
最
も
大
き
な
役
割
を
果
す
。
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
ば
新

　
「
試
論
」
に
お
け
る
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
歴
史
観
の
特
徴
は
次
の
二
点
に
ま
と
め
　
　
教
徒
に
対
す
る
闘
い
と
は
・
葡
即
階
級
に
対
す
る
闘
い
に
他
な
ら
な
い
・
と
理

ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
解
し
て
い
た
。
彼
等
は
、
宗
教
改
革
運
動
の
大
立
物
を
評
し
て
次
の
よ
う
に
云

　
①
歴
史
を
党
派
の
争
い
の
中
に
見
て
い
る
。
し
か
も
視
点
は
第
三
身
分
の
拾
　
　
「
う
。
　
コ
フ
ル
ジ
ョ
ワ
達
は
全
く
大
し
た
人
物
を
探
し
て
く
る
。
」

頭
の
道
順
を
追
う
と
こ
ろ
に
置
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ギ
ュ
イ
ズ
公
は
「
武
人
の
偶
像
」
で
あ
る
。
彼
は
剣
に
よ
っ
て
い
る
封
建
貴

　
②
宗
教
改
革
思
想
を
政
治
思
想
と
解
釈
し
て
い
る
こ
と
。
　
　
　
、
　
　
　
　
　
族
を
代
表
す
る
。
彼
の
弟
で
あ
る
ロ
レ
ー
ヌ
枢
機
卿
は
フ
ラ
ン
ス
の
修
道
院
全

　
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
を
み
よ
う
。
新
教
牧
師
シ
ョ
ジ
ュ
ー
は
「
ア
　
　
部
に
勢
力
を
及
ぼ
し
・
カ
ト
リ
ッ
ク
の
僧
侶
を
自
己
の
陰
謀
の
助
手
や
密
偵
に

ソ
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
云
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
使
っ
て
い
る
・
し
か
し
・
彼
ら
は
第
三
身
分
と
結
ん
だ
カ
ト
リ
ー
ヌ
に
敗
れ
た

　
「
こ
れ
は
単
な
る
内
乱
で
は
な
い
。
ギ
ュ
イ
ズ
家
と
宗
教
改
革
運
動
と
の
決
　
　
　
の
だ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
－

闘
だ
。
」
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
『
い
や
は
や
・
ル
イ
・
ド
．
・
メ
ー
ル
の
後
喬
、
シ
ャ
ル
ル
・
ド
・
ロ
レ
ー

　
し
か
し
、
バ
ル
ザ
ヅ
ク
が
「
試
論
」
の
中
で
云
っ
て
い
る
よ
う
に
、
旧
教
と
　
　
　
ヌ
の
後
嗣
（
自
分
達
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
の
こ
と
）
も
意
気
地
が
な
か
っ
た
な
』
と

新
教
と
の
撃
の
中
に
・
い
ろ
い
ろ
な
闘
象
流
れ
こ
ん
で
い
る
・
「
ア
ン
ボ
　
枢
機
卿
が
ギ
ュ
イ
ズ
公
に
い
っ
た
・
（
…
）
　
　
　
　
　
「

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

。
ズ
の
陰
謀
」
事
件
で
は
三
頚
の
反
ギ
、
イ
ズ
勢
力
が
蒔
的
に
提
携
し
て
　
『
俺
は
い
っ
て
お
く
が
ね
、
シ
ャ
ル
ル
、
王
冠
が
目
の
前
に
転
が
っ
て
い
て
二

い
た
。
従
っ
て
こ
の
事
件
も
三
つ
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
も
俺
は
手
出
し
は
せ
ん
つ
も
り
だ
。
そ
れ
は
俺
の
息
子
の
仕
事
だ
。
』

　
①
ヵ
ト
リ
ッ
ク
と
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
主
義
の
闘
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
カ
ト
リ
ッ
ク
勢
　
　
　
　
『
君
の
息
子
は
君
の
よ
う
に
軍
隊
と
教
会
を
手
中
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
る

力
の
中
心
で
あ
る
ギ
ュ
イ
ズ
家
に
カ
ル
ヴ
ア
ン
宗
教
改
革
運
動
が
対
立
し
て
い
　
　
か
な
』

る
。
7
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
『
も
っ
と
い
い
味
方
を
持
つ
さ
』

　
②
貴
族
間
の
徒
党
争
い
。
ギ
ュ
イ
ズ
家
と
ブ
ル
ボ
ソ
家
が
対
立
し
て
い
る
。
　
　
　
　
『
何
を
』

王
位
に
あ
る
ヴ
ァ
ロ
ア
家
の
勢
力
ば
弱
い
。
ヴ
ァ
F
ア
家
に
次
い
で
王
位
継
承
　
　
　
　
『
民
衆
』
」
　
（
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
二
五
三
頁
）

権
を
持
つ
二
つ
の
名
門
が
ど
ち
ら
も
王
を
抱
き
こ
も
う
と
し
て
争
っ
て
い
る
の
　
　
　
老
ル
カ
、
・
・
ユ
は
次
の
よ
う
に
云
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
コ
ワ
ジ
　

で
あ
る
。
　
「
ア
ソ
ボ
ワ
ズ
の
陰
謀
」
で
は
、
待
伏
せ
に
よ
っ
て
ギ
ュ
イ
ズ
兄
弟
　
　
　
　
「
『
わ
し
達
、
市
民
階
級
は
自
覚
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
　
何
し
ろ
民
衆
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ル
ジ
コ
ワ
　
　
ロ

の
手
か
ら
王
を
奪
う
計
画
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
貴
族
は
同
じ
よ
う
に
市
民
階
級
を
恨
み
に
思
っ
て
い
る
。
パ
リ
の
市
民
階
級
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
　

　
③
封
建
的
勢
力
と
近
代
的
勢
力
の
闘
い
。
反
王
権
の
貴
族
を
集
め
て
い
る
ギ
　
　
皆
に
恐
が
ら
れ
て
い
る
の
だ
。
だ
が
王
様
だ
け
は
別
だ
。
王
様
は
布
民
階
級
は

ユ
イ
ズ
家
に
対
し
て
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
と
ル
カ
ミ
ュ
と
ヵ
ル
ヴ
ァ
ン
が
結
ん
で
い
　
　
味
方
だ
と
い
う
こ
と
を
心
得
て
お
ら
れ
る
。
』
」
バ
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教



者
L
九
五
頁
）
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㌔
　
　
　
　
　
　
争
に
お
い
て
主
導
権
を
さ
え
握
る
実
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

　
老
ル
カ
ミ
ュ
は
パ
リ
の
同
業
組
合
を
代
表
し
て
、
三
部
会
第
三
身
分
の
議
員
　
　
　
　
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ジ
シ
ス
は
、
絶
対
王
政
へ
の
道
を
お
し
す
す
め
た
の

で
あ
る
。
ク
リ
ス
ト
フ
が
牢
獄
に
捕
え
ら
れ
、
老
ル
カ
ミ
ユ
が
息
子
の
救
出
に
　
　
で
あ
っ
た
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
絶
対
主
義
の
性
格
を
カ
ト
リ
ー
ヌ
が
金
言
と

手
を
つ
く
し
て
い
た
と
き
、
彼
は
ヵ
ト
リ
ー
ヌ
か
ら
三
部
会
第
三
身
分
の
問
に
　
’
し
て
い
る
「
支
配
す
る
た
め
に
は
分
割
せ
よ
」
と
い
う
言
葉
に
お
い
て
説
明
し

働
き
か
け
、
ギ
ュ
イ
ズ
家
反
対
に
立
ち
上
ら
す
よ
う
に
、
と
い
う
指
示
を
受
け
　
　
　
た
。
権
力
の
座
に
つ
い
た
後
の
ヵ
ト
リ
」
ヌ
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
主

た
。
ル
カ
ミ
ュ
が
ど
ん
な
運
動
を
し
た
か
は
、
は
っ
ぎ
り
書
か
れ
て
な
い
。
し
　
　
義
、
ギ
ュ
イ
ズ
家
と
ブ
ル
ボ
ン
家
を
対
立
さ
せ
る
こ
と
に
努
め
る
の
で
あ
る
。

か
し
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
、
こ
こ
で
、
第
三
身
分
は
傍
観
者
だ
っ
た
の
で
は
な
　
　
　
「
相
闘
争
す
る
諸
階
級
が
互
に
ほ
と
ん
ど
均
衡
を
保
っ
て
国
家
権
力
が
外
見
上

く
、
闘
い
の
当
事
者
で
あ
っ
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
カ
ト
リ
ー
　
　
の
調
停
者
と
し
て
一
時
、
両
者
に
対
し
て
或
る
程
度
の
独
立
性
を
得
る
が
如
き

ヌ
は
こ
の
工
作
の
お
か
げ
も
あ
っ
て
三
部
会
の
承
認
を
え
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ニ
世
急
　
　
　
時
期
が
現
れ
る
。
貴
族
と
市
民
階
級
と
を
互
に
平
衡
さ
せ
た
十
七
、
八
世
紀
の

死
の
後
の
摂
政
と
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
絶
対
王
政
が
そ
れ
で
あ
る
。
」
　
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
「
家
族
、
私
有
財
産
お
よ
び
国

　
カ
ト
リ
ー
ヌ
は
云
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
家
の
起
源
」
二
二
七
頁
）

「
パ
リ
の
藤
蟹
に
つ
い
淫
・
私
慧
子
（
シ
ャ
ル
ル
九
世
）
か
ら
御
　
絶
対
王
政
の
時
代
は
・
蓬
制
か
ら
資
奎
難
の
中
世
か
ら
近
代
へ
の
過
噛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
し
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
7

攣
無
発
濃
嚢
馨
徽
脳
頼
る
よ
ケ
に
な
る
で
し
鞭
藁
鍔
弱
謹
撮
鎌
嫉
雛
畿
獣
弓

　
そ
れ
は
ク
リ
ス
ト
フ
に
対
す
る
褒
賞
と
な
っ
て
現
れ
た
。
ク
リ
ス
ト
フ
は
光
　
　
調
し
て
い
る
。
三
人
の
共
通
点
は
三
人
と
も
彼
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
を
何
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
　

栄
に
上
気
し
て
少
し
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た
と
し
て
も
、
老
ル
カ
ミ
ュ
の
方
は
、
　
　
　
の
形
で
新
興
市
民
階
級
の
中
に
持
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
褒
賞
の
意
味
を
理
解
し
て
い
た
。
そ
れ
故
お
返
し
の
意
味
で
ベ
ソ
ベ
ヌ
ー
　
　
　
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
ー
・
メ
ジ
シ
ス
の
先
祖
は
急
に
大
金
持
に
な
っ
た
一
商
人
に

ト
・
チ
ェ
リ
ー
二
作
の
盃
を
献
上
す
る
ル
ヵ
、
、
・
ユ
の
態
度
は
堂
々
と
し
て
い
　
　
す
ぎ
な
か
っ
た
。
バ
ル
ザ
ヅ
ク
は
若
い
マ
リ
ー
王
妃
と
カ
ト
リ
ー
ヌ
太
后
と
の

る
。
王
は
貴
族
を
押
え
る
た
め
に
第
三
身
分
と
結
ぽ
う
と
し
て
い
る
。
第
三
身
゜
　
．
聞
の
女
ら
し
い
反
擾
を
描
い
て
い
る
。
マ
リ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ル
の
誇
り
は
、
ヨ
i

分
は
貴
族
の
特
権
の
中
に
食
い
込
む
た
め
に
主
と
提
携
す
る
。
ル
カ
、
、
、
ユ
に
と
　
　
　
ロ
ヅ
パ
の
三
つ
の
国
の
王
冠
を
頭
に
載
く
こ
と
の
出
来
る
血
統
で
あ
る
。
そ
れ

っ
て
は
身
分
の
差
が
あ
っ
て
も
、
こ
れ
は
対
等
な
取
引
な
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
に
ひ
き
か
え
母
后
ヵ
ト
リ
ー
ヌ
は
た
か
が
薬
屋
の
娘
で
は
な
い
か
、
と
い
う
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
プ
ル
ジ
ヨ
ワ
ジ
　

　
第
二
章
に
お
い
て
、
市
民
階
級
は
、
ギ
ュ
イ
ズ
家
に
対
す
る
闘
い
に
巻
き
こ
　
　
で
あ
る
。
マ
リ
ー
に
と
っ
て
カ
ト
リ
ー
ヌ
は
卑
し
い
「
成
上
り
者
」
（
b
践
く
9
¢
Φ
）

ま
れ
た
の
で
な
く
、
積
極
的
に
参
加
し
た
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
見
た
。
こ
こ
で
　
　
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
カ
ト
リ
ー
ヌ
は
権
力
を
握
る
も
の
こ
そ
正
統
で
あ

　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ノ
　

は
、
さ
ら
に
、
市
民
階
級
は
貴
族
と
堂
々
と
闘
う
一
つ
の
党
派
で
あ
っ
て
、
闘
　
　
　
る
、
と
い
う
実
力
主
義
を
誇
っ
た
。
カ
ト
ツ
ー
ヌ
・
ド
・
メ
ジ
シ
ス
が
イ
タ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
ー



ア
か
ら
フ
ラ
ソ
ス
に
持
ち
こ
ん
だ
の
は
マ
キ
ア
ベ
リ
ス
ム
と
美
術
の
豪
奢
な
趣
　
　
　
は
何
世
代
も
か
か
る
よ
う
な
壮
大
な
野
心
を
抱
い
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
を
家

味
と
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
族
に
さ
え
さ
と
ら
さ
な
い
ほ
ど
冷
静
で
強
固
な
性
格
で
あ
る
。
時
勢
の
先
の
先

　
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
樽
屋
の
息
子
で
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
が
、
財
産
を
持
た
な
い
　
　
．
ま
で
見
抜
く
鋭
い
洞
察
力
も
そ
な
え
て
い
る
b
厳
密
な
計
算
と
打
算
が
あ
る
一

カ
ル
ヴ
・
ソ
姦
治
蟻
饗
と
呼
ん
で
い
る
こ
と
に
注
芒
よ
う
。
．
　
方
、
独
り
息
子
を
賭
け
た
大
塁
を
う
つ
勇
気
と
冒
険
心
の
持
主
蕩
韓
建

　
「
思
想
が
支
配
の
唯
一
の
方
法
と
な
る
と
・
そ
れ
は
政
治
的
鵠
錫
媒
、
頭
脳
　
　
て
遂
に
は
野
心
を
遂
げ
る
た
く
ま
し
い
実
行
力
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
「
市
民
階
級

に
よ
っ
て
楽
し
む
人
閥
、
ジ
ェ
ジ
ュ
イ
ッ
ト
派
の
人
々
の
よ
う
に
権
力
の
た
め
　
　
　
の
典
型
」
を
こ
の
よ
う
に
描
い
た
。

に
権
力
を
求
め
る
人
間
を
生
む
。
　
（
…
）
ル
ー
テ
ル
、
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
、
μ
ベ
ス
ー
　
　
ギ
ュ
イ
ズ
家
を
向
う
に
ま
わ
し
て
も
、
カ
ト
リ
ー
ヌ
と
取
引
し
て
も
堂
々
と

ピ
ェ
ー
ル
等
・
こ
れ
ら
全
て
㊨
ア
ル
パ
ゴ
ソ
達
は
一
銭
の
貯
え
も
な
し
に
死
ん
　
　
し
て
い
た
ル
カ
、
ミ
ュ
の
自
信
は
ど
こ
か
ら
来
た
か
。
封
建
時
代
の
古
き
武
力
で

で
い
る
・
」
　
（
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
二
六
三
頁
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
な
く
て
、
知
力
と
富
と
い
う
新
し
い
力
を
握
っ
て
い
る
と
い
う
自
信
か
ら
で

　
「
芸
術
や
快
楽
を
棄
て
、
粗
末
な
食
物
を
楽
し
く
食
べ
、
黙
々
と
し
て
金
を
　
　
あ
る
。

鰻
郵
い
酵
訴
誘
講
藤
㌶
蜷
純
君
残
錨
勧
艘
麓
　
ズ
磯
膜
鰻
造
齢
榊
鰐
習
輪
諾
繊
理
勤
禁
U
鋤
レ

・
幕
咋
っ
た
の
で
あ
る
．
　
，
　
　
　
　
　
を
物
話
っ
て
い
る
．
彼
は
べ
ソ
ベ
ヌ
ー
ト
．
チ
、
リ
ー
二
の
美
術
も
知
っ
て
い
↓

　
守
銭
奴
の
禁
慾
的
な
節
約
は
資
本
を
形
成
す
る
。
自
ら
に
消
費
を
禁
ず
る
か
　
　
　
た
。

ら
資
本
は
投
下
資
本
と
な
り
・
い
よ
い
よ
増
え
る
・
労
働
と
利
潤
追
求
は
、
そ
　
　
　
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
ょ
れ
ば
、
単
純
、
偉
大
、
自
由
、
高
貴
が
近
代
の
あ
け
ぼ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ヨ
ワ
ワ
　

れ
自
体
が
目
的
と
な
り
・
生
活
の
他
の
部
分
は
犠
牲
に
さ
れ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
　
　
の
時
代
に
お
け
る
市
民
階
級
の
特
徴
で
あ
っ
た
。
登
場
人
物
ル
カ
ミ
ュ
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヴ
ァ
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ
ヴ
ア
　
ル

は
「
人
間
喜
劇
」
の
中
に
多
く
の
守
銭
奴
を
描
い
た
。
彼
は
守
銭
奴
の
中
に
近
　
　
　
の
理
想
を
満
足
さ
せ
る
に
足
る
魅
力
的
な
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヴ
ァ
　
ル

代
資
本
主
義
の
精
神
を
見
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
カ
ル
ヴ
ァ
ン
は
守
銭
奴
達
に
　
　
　
　
「
カ
ル
ヴ
ア
ン
派
の
殉
教
者
」
　
（
一
八
四
一
年
）
の
構
想
は
、
一
八
三
五
年

思
想
的
根
拠
を
与
え
た
人
問
な
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
は
、
ゴ
プ
セ
　
　
か
ら
既
に
あ
っ
た
。
執
筆
が
遅
れ
た
の
は
、
．
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
関
心
が
「
セ
ザ
ー

ッ
ク
や
グ
ラ
ソ
デ
と
同
じ
く
偏
執
的
な
情
熱
の
た
め
に
人
間
ら
し
さ
を
破
壊
さ
　
　
ル
・
ビ
ロ
ト
ー
」
　
（
一
八
三
七
年
）
の
方
に
向
い
た
か
ら
だ
と
い
う
。
（
○
露
げ

れ
た
老
人
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヰ
£
。
揖
巴
ω
◎
二
出
く
↓
①
版
．
バ
ル
ザ
ッ
ク
全
集
十
一
巻
「
カ
ト
リ
ー
ヌ
・
ド
．
・
メ

　
ル
ヵ
ミ
ュ
は
、
四
代
つ
づ
い
た
毛
皮
商
の
主
人
で
あ
る
。
彼
は
商
売
の
場
で
　
　
ジ
シ
ス
註
釈
」
）
。
示
唆
に
富
む
事
実
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
を

あ
る
宮
廷
で
も
、
同
業
者
の
間
で
も
、
教
会
で
も
誠
実
な
信
用
で
き
る
人
間
と
　
　
　
　
「
こ
の
物
語
も
願
わ
く
は
、
市
民
階
級
の
有
為
転
変
の
詩
と
な
っ
て
く
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
　

見
ら
れ
る
よ
う
な
道
徳
的
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
一
方
で
は
、
そ
の
達
成
に
　
　
よ
う
に
。
之
う
し
た
市
民
階
級
の
盛
衰
の
あ
と
な
ど
は
、
今
迄
だ
れ
も
考
・
兄
も



、
し
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど
そ
こ
に
は
「
壮
大
な
も
の
が
欠
け
て
い
る
　
　
　
．
　
　
　
付
　
　
　
記

よ
う
で
緒
る
が
、
で
も
や
は
り
舞
の
大
き
さ
を
持
っ
て
落
。
」
（
「
セ
　
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
「
カ
ル
ヴ
ア
ソ
派
の
鶉
者
」
の
歴
史
小
説
と
し
て

ザ
ー
ル
．
ビ
。
ト
ー
迄
ワ
了
　
　
　
　
　
　
　
の
特
徴
姦
調
し
た
・
し
か
し
・
ハ
ル
ザ
ッ
ノ
は
こ
の
小
説
の
霧
人
物
の
中
に

　
　
ｨ
詠
覧
．
の
市
民
階
級
縫
大
で
畠
で
高
貴
だ
．
轟
フ
。
鞭
罐
、
現
　
蒔
代
の
精
神
L
裏
現
し
よ
う
と
す
る
と
鐸
に
炉
ハ
ル
ザ
・
ク
自
身
の
政
治

　
代
の
市
民
階
級
よ
り
一
層
た
ち
勝
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
昔
の
市
民
階
級
の
歴
　
　
思
想
を
語
ら
せ
た
。
バ
ル
ザ
ヅ
ク
に
と
っ
て
カ
ト
リ
ー
ヌ
゜
ド
゜
メ
ジ
シ
ス
と

　
史
は
編
ま
れ
ね
ぽ
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
の
天
才
が
必
要
だ
し
、
待
ち
望
ま
れ
　
　
ル
カ
ミ
．
ユ
の
提
携
は
・
強
権
政
治
の
理
想
と
自
由
競
争
の
結
合
で
も
あ
る
。
バ

　
て
い
る
の
だ
。
　
「
（
「
カ
ル
ヴ
ア
ン
派
の
殉
教
者
」
）
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
」
　
ル
ザ
ッ
ク
の
政
治
思
想
に
は
互
い
に
矛
盾
す
る
こ
の
二
つ
の
理
想
が
結
び
つ
い

　
　
セ
ザ
ー
ル
．
ビ
。
ト
ー
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
に
郵
鍍
、
現
代
の
ブ
ル
ジ
．
ワ
　
て
い
る
。

　
社
会
の
英
雄
で
あ
る
。
そ
し
て
ル
カ
、
、
、
ユ
は
市
民
階
級
の
い
わ
ば
神
話
時
代
の
　
　
　
こ
の
小
説
は
歴
史
小
説
で
あ
る
と
同
時
に
ジ
ツ
ド
が
指
摘
し
た
よ
う
に
一
種

　
英
雄
で
あ
る
。
⇔
に
お
’
い
て
は
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
の
真
の
主
人
公
　
　
　
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
小
説
で
も
あ
る
・
歴
史
観
と
政
治
思
想
は
切
り
は
な
せ
な
い
。

購
馨
難
燵
噛
襖
た
藻
い
欝
紫
無
鐸
齢
脚
熱
鰯
讐
観
灘
犠
襲
恥

家
の
人
々
の
物
語
窯
い
た
と
い
う
．
」
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
「
ア
ソ
ボ
ワ
．
開
係
に
つ
い
て
の
追
求
を
今
後
の
膿
と
し
た
い
。
　
9
　
　
　
｝

　
ズ
の
陰
謀
」
事
件
の
中
に
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
近
代
的
勢
力
の
拾
頭
を
み
た
。
そ
し

　
て
近
代
的
勢
力
の
中
心
は
儒
臨
階
級
だ
っ
た
の
で
、
あ
る
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
参
　
考
　
文
　
献

　
　
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
歴
史
小
説
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
　
　
　
切
巴
鑓
o
…
い
Φ
ζ
鎚
受
H
O
巴
く
一
づ
一
ω
8
（
Q
田
く
ξ
Φ
ω
O
o
ヨ
筥
黛
①
ω
α
Φ
団
゜
α
Φ

　
わ
し
い
作
品
で
あ
る
。
バ
ル
ザ
ッ
ク
は
「
カ
ル
ヴ
ァ
ソ
派
の
殉
教
者
」
を
書
き
　
　
し
d
巴
N
g
o
凸
匂
い
3
量
三
Φ
℃
①
信
一
〇
一
富
昌
α
o
島
）

　
な
が
ら
、
．
「
人
閥
喜
劇
」
全
体
の
主
題
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
Q
こ
れ
　
　
・
し
d
巴
鎚
o
”
国
ω
ω
鉱
ω
ω
ξ
冨
ω
＃
§
江
o
づ
自
β
切
9
。
吋
江
殉
o
《
巴
一
ω
♂
爲
¢
〈
准
の

　
は
「
人
間
喜
劇
」
の
主
人
公
達
の
先
祖
の
物
語
で
あ
る
◎
バ
ル
ザ
ッ
ク
の
描
い
　
　
ゆ
鴎
鑓
覧
黛
Φ
ω
創
Φ
缶
。
口
。
戦
①
創
Φ
し
d
9
一
N
鋤
。
戦
臼
鐸
く
触
Φ
ω
∪
ぞ
Φ
房
Φ
の
H
斜
O
o
§
a
＞

　
た
ル
ガ
、
、
、
ユ
の
像
が
決
し
て
色
あ
せ
た
印
象
を
与
え
な
い
の
は
、
バ
ル
ザ
ッ
ク
　
　
し
d
巴
銀
o
“
○
欝
a
①
薮
皿
α
ひ
8
画
魯
o
Φ
創
Φ
○
ひ
＄
目
し
d
罵
o
＃
8
信
（
臼
ρ
く
お
ψ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

　
が
「
人
間
喜
劇
」
の
主
人
公
達
と
ル
カ
ミ
ェ
と
の
血
の
つ
な
が
り
を
説
明
し
得
　
　
　
O
o
お
包
騨
①
ω
山
Φ
国
o
b
o
詠
Ω
①
し
d
鋤
冒
9
創
O
o
§
目
α
）

　
た
か
ら
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
　
　
　
　
ジ
ッ
ド
「
日
づ
け
の
な
い
日
記
」
　
（
ジ
イ
ド
全
集
×
目
、
続
プ
レ
テ
ク
ス
ト
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
潮
社
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
Φ
山
昌
－
口
Φ
触
く
σ
一
）
O
昌
口
鋤
h
α
”
b
d
9
に
9
0
”
一
Φ
ω
触
Φ
①
一
犀
ひ
ω
ひ
O
O
昌
O
露
一
ρ
二
Φ
ω
　
O
け



ω
0
9
巴
Φ
ω
創
9
D
つ
の
冨
O
o
目
傷
臼
Φ
出
自
目
9
D
営
Φ
（
〉
『
b
P
9
昌
島
　
O
O
一
ご
P
）

と
9
に
ユ
8
し
d
鋤
巳
O
o
げ
Φ
“
し
d
巴
N
9
⊃
o
幻
o
ヨ
簿
づ
o
δ
『
（
ζ
σ
「
巴
ユ
Φ
コ
o
づ
）

ル
カ
4
チ
「
歴
史
文
学
論
」
　
（
山
村
房
次
訳
　
三
笠
書
房
）

］
≦
簿
∬
ユ
8
0
8
二
N
Φ
け
”
出
尻
8
ぼ
Φ
○
ひ
昌
曾
鋤
げ
α
①
ω
O
ぞ
目
δ
9
δ
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〇
づ
ρ
一
〇
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H
＜
噂
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Φ
ρ
×
＜
胴
Φ
①
け
区
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目
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』
の
脇
α
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（
勺
話
の
ω
①
ω
d
巳
く
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エ
ソ
ゲ
ル
ス
「
家
族
、
私
有
財
産
及
び
国
家
の
起
源
」
　
（
西
雅
雄
訳
　
岩
波
文

庫
）河
野
健
二
「
絶
対
主
義
の
構
造
」
　
（
日
本
評
論
社
）

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
エ
ー
バ
「
プ
ロ
テ
ス
タ
ソ
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
ど
資
本
主
義
の
精

神
」
　
（
梶
山
、
大
塚
訳
　
岩
波
文
庫
）
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